
       

平 成 ２ ５ 年 ４ 月 ８ 日     

国土交通省木曽川下流河川事務所 

NEXCO 中日本桑名保全・サービスセンター 

 

中部で初めての試みとなる災害協定 

締結式を実施 
～災害時の河川堤防等の復旧のための高速道路区域の一時使用に関する協定書～ 

 

 
 

１．締結式 
 

  ・日時：平成 25 年４月 15 日（月） 11:00～11:30 
 

  ・場所：国土交通省木曽川下流河川事務所 １F大会議室 
 

２．本協定による資機材搬入のイメージ 
   

  別添参照 
 

３．取材について 
 

  取材を希望される報道機関は、席の確保のため、４月１２日（金）17 時までに 

別紙「登録書」の提出をお願いします。なお、当日受付も可能です。 
 

４．配布先 
 

  桑名市政記者クラブ、大垣市政記者クラブ、津島記者会 
 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 

  事業対策官 和田 光広 

調査課長  小林 賢也  TEL：0594-24-5715 

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所と NEXCO 中日本（中日本

高速道路株式会社）名古屋支社桑名保全・サービスセンターは、木曽三川下

流部の堤防等が被災し大規模な浸水被害が発生した際に、高速道路（東名阪

自動車道及び伊勢湾岸自動車道）の一部を車線規制し、復旧に必要な資機材

を堤防へ搬入することで、河川堤防等を迅速に復旧するための協定を締結※

します。 

※災害時の河川堤防等の復旧のための高速道路区域の一時使用に関する協定 
 

また、本協定の締結にあたり、締結式を以下のとおり実施しますのでご案

内致します。 

 



高速道路より堤防への資機材搬入イメージ

○木曽三川下流部はゼロメートル地帯が広がっていることから、河川堤防が決壊した場合、
浸水被害は甚大となり、また、通常の潮位でも浸水することから決壊した堤防を締め切らな
い限り浸水状況は解消しないことが予想される。

○このような大規模浸水時には、堤防復旧箇所へのアクセスが困難になることが想定される
ことから、復旧に必要な資機材を高速道路より堤防へ直接搬入することにより、資機材の
調達・補給手段を確保し、堤防復旧の迅速化を図る。

高速道路と堤防天端道路の立体交差部
（揖斐川左岸-0.2k付近）

高速道路より堤防への資機材搬入イメージ

堤防天端道路

伊勢湾岸自動車道←湾岸長島I.C.

高速道路にクレーンを
横付けし資機材を荷降ろし

白鶏防災拠点

対策イメージ図

車線規制を行い、

資材運搬車両への荷卸し＋車両待機ス

ペースを確保

堤防天端にクレーンを設置し、橋梁上に

待機している資材運搬車両から資材の

荷卸しを実施。

堤防天端
(河川管理用道路)

堤内地
(浸水)

河川

車線規制を行い、資機材運搬車両
の荷下ろし＋待機スペースを確保

堤防天端にクレーンを設置し、橋梁
上に待機している資機材運搬車両
から資機材の荷下ろしを実施

別添



別紙 

 

 

  

取材を御希望の道機関におかれましては、席の確保のため、４月１２日（金）17時までに

ご登録をお願いします。 

 

１． 報道機関名 

 

 

２． 氏名 

 

 

３． 連絡先（電話番号） 

 

 

４． その他予定人数 

 

 

【提出先】 FAX：０５９４－２１－０８９３ 

 

【問合先】 国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所 

事業対策官 和田 光広 

調査課長  小林 賢也  TEL：0594-24-5715 

 

取材登録書 


